
　

　

　 ５月１９日（土）、昭和の森公園で自然観察会が開催さ

れ、約６０名の参加がありました。

　 ＮＰＯ長野市環境緑化協力会と共催で樹木と草花の

観察を行い、公園内を１時間３０分散策しました。

　 その後、シイタケの原木づくりに挑戦しました。コマ打

ちをした原木は、参加者に振舞われ、管理が良ければ

来年の春にはシイタケが採れるそうです。

　 ５月２７日（日）、蚊里田八幡宮境内で子ども

相撲大会が開催され、７５名が参加しました。

　 今年は小学生１年生から６年生の個人戦で

行われ、気迫溢れる取り組みの場面では、場

内から歓声が飛び交いました。

　 子ども相撲大会を通じて、子どもたちの交流

が活発になることが期待されています。

小山樹木医からうるしの木の種類を説明

歓声が沸きあがるこの一番

　 ５月２６日（土）徳間小学校で土砂災害に対する防災訓

練が県・市・コミわかの主催で開催され、約３００人が参加

しました。田中、田子、吉地区の山間部の河川から土石流

が発生する想定で行われ、各地区から避難訓練が行われ

ました。

　 徳間小学校へ避難された住民が、消防署の職員や消防

団員の指導により、土のう作り、シート張り工法や倒壊家

屋の救出訓練等に参加。今後も引き続き地域の防災力

アップに努めていきたいものです。


